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１．概要（Summary） 
 小電力電子デバイスの電力源として, 環境に存在する

振動をエネルギーに変換する振動発電器の利用が期待

されている. 共振型の振動発電では，発電出力が VDRG
限界に律則されるため，人体運動などの低周波数振動か

らのエネルギー変換には必ずしも適さない．一方，回転型

振動発電ではVDRG限界による制約がなく，低振動数域

においても高出力が得られる．本研究では回転型エレクト

レット発電器のテストベンチを製作し，発電性能を評価し

た. さらに出力予測モデルを開発し, 実測値と比較した.  

２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 
(1) 高速大面積電子線描画装置 
(2) マスク・ウエーハ自動現像装置群 
(3) ブレードダイサー 
【実験方法】 
 回転型エレクトレット発電器発電素子のマスク製作には，

(1)高速大面積電子線描画装置及び(2)マスク・ウエーハ

自動現像装置群を用いた．また，フォトリソグラフィーより

Tempaxガラスウェハ基板上に電極パターニングを行った

後，(3)ブレードダイサーを使用することでチップ状に切断

した． 

３．結果と考察（Results and Discussion） 
 Fig. 1 に製作した発電素子を示す. 発電素子の直径

は 40 mm であり, エレクトレットとして CYTOP 
EGG[1]が厚み 15 µm でパターニングされている. 表
面電位は-843 V, 寄生容量は 128 pF であった. Fig.2
に本発電素子から得られた電圧波形と出力モデルの

比較を示す. 本発電素子により 180 V の出力電圧が得

られた. 本出力モデルは実験値と良好な一致を示した. 
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Fig .1: Rotor with patterned electret on a glass 
substrate.  

Fig. 2: Output voltage for the present rotational 
electret generator at 1rps.  


